
子どもの遊びに親立ち入り禁止

　今回は、 子どもたちへユニークな体験学習を

行っているＮＰＯ法人ＮＡＴＵＲＡＳ（なちゅらす）

の代表　赤石さんに、 子どもたちへの思いや活

動の原点についてお聞きしました。

丸藤：　ＮＡＴＵＲＡＳさんは、面白そうな

  ことをたくさん行ってますね。

赤石：　子どもたちを対象にした体験学習を

  ずっとやっています。屋外でバームクーヘ

　ンを焼いたり、恵山の噴煙の上に鍋をかけ

　てカレーライスを作ったり、雪の上にテン

　トをはって冬眠キャンプをしたりと季節に

　合わせ色々やってます。毎週末と、夏休み

　や冬休みで、年に５０種、７０回くらいかな。

丸藤：　タイトルも、中味もユニークなもの

　ばかりですよね。

赤石：　基本的に、自分のやりたいものばか

　りです（笑）。イベントは、自立させたい

　とか、たくましく育ってほしいという目的

　を達成するための手段と考えています。イ

　ベント自体が絶対ではなく、目的に向かっ

　て一番効果が高いものは何かを考えながら

　やっています。

丸藤：　体験学習の特徴は？

赤石：　親立ち入り禁止、です。子どもの頃、

　親が見てたいら思いっきり遊べなかったで

　すよね。居心地がよくない（笑）。

丸藤：　親は心配しませんか？

赤石：　心配だと思います（笑）。そこを預

　けてもらう。参加した子には一通ずつ手紙

　を書きます。３～４ページの写真付きの活

　動記録も渡します。そういうことで信頼関

　係をつくってきました。子どもより、親に

　思いきってもらいたい。親が子どもを突き

　放すタイミングとして利用してもらいたい

　ですね。親が突き放してこそ、初めて子ど

　もはたくましくなると思います。

丸藤：　赤石さん自身が子どもの頃って、ど

　んな感じでしたか？

赤石：　遊んでいたイメージが強いかもしれ

　ませんが、実は逆で、やりたいことがいっ

　ぱいあったのに何もできませんでした。な

　ので、今、思いっきりやっています（笑）。

丸藤：　４月から、谷地頭にある函館市青少

　年研修センター（ふるる函館）の指定管理

　者になりますね。

赤石：　屋内をメインにした事業も行ってい
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　き、子どもたちに遊ぶことを体験させてあ

　げたいなと思います。たくましさとか自立

　心をつかませたいという教育方針で、それ

　を学ばせる場にしていきたいと思っています。

　施設管理は初めての体験なので、大変さも

　ありますが楽しみでもあります。

丸藤：　ＮＡＴＵＲＡＳを立ち上げたのが、 

  ８年前の２５歳の時ですよね。

赤石：　３年間、小学校の臨時教員をしてい

  て、学校のいわば主流の勉強はとっても

  大事だけど、それ以外に副流というか枝

  分かれしたものがたくさん必要じゃない

  かと思ったんです。学校は組織が大きい

  ので細やかな動きをとるのは難しい。で、

  反抗期がまだ続いていたので、「自分のや

  りたいことをやる！」と学校を飛び出し

  たのがきっかけです。最初は大変でした。

  給料は一気にゼロに。将来の保障も消え

  る・・・

丸藤：　ずっと継続してやっていて、しかも

  それで食べているのは凄いですね。

赤石：　子どもを預かる身としては、全責任

　を持ってやりたいと思っています。今ま

　でに、自主事業の中だけでも４～５千人

　の子どもたちに体験学習をしてきました。

　一番初期の頃の子どもは、もう大学生に

　なってます。時々、手紙が来ます。子ど

　もの頃わんぱくにやり過ぎちゃって、自

　分のやりたいことを抑えきれない人間に

　なってしまったみたいです（笑）

丸藤：　凄い人数ですね。今の子どもたちの

　印象は？

赤石：　経験が少ないですね。でもその分、

　とても純粋です。便利になり過ぎて、苦労

　をしたくてもできない。蛇口をひねるとか

　醤油のパックを開けるとか、私が無意識の

　中で学習してきた手先の使い方などが、今

　の子どもたちはできなくなってます。

丸藤：　それで、社会の色んな恐ろしいこと

　に直面すると厳しいですね・・・

赤石：　でも、純粋だから、その苦労を楽し
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丸藤 競

　む子どももたくさんいますよ。

丸藤：　将来の夢は？

赤石：　子どもたちの教育の質を高める場を、

　どんどん増やしたいです。具体的には、函

　館の子どもに色んなものを見せてあげたい。

　良いものだけでなく、悪いものも。とにかく、

　比較できるものを比較させてあげたいです。そ

　して、函館から道内、うまくいけば道外。

　さらに海外でも何かやってみ　たい。

丸藤：　今まで一番遠くに行ったのは？

赤石：　襟裳とか富良野、海を越えたのは奥尻

　ですね。僕自身、日本が恵まれていることを

　十分に理解していないと思うんですけど、今

　の子どもたちに日本がどれくらい恵まれてい

　るか見せてあげたい。良い点も悪い点も知

　らないともったいないですから。

丸藤：　最後に、親や子どもたちへメッセージを

赤石：　親や子どもたちには、思い切ってやっ

　てもらいたいです。それが成長につながりま

　す。思い切る、ということが重要だと思います。
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